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背景:事前準備と予防手段は，災害の被害を軽減するため

に必要である。看護士に対する災害準備訓練には長い歴史

がある。しかし，看護学生に対する同訓練の有効性には，

ある程度限界がある。なぜなら，学生は，同訓練の成果を

自己評価してしまうからである。

目的:本研究の目的は，看護学生向けに設計された災害ド

リルを使用する災害準備訓練プログラムの有効性を評価

することである。

参加者:参加者は，ガジャマダ大学看護学部，及びジョグ

ジャカルタ所在の看護専門大学から無作為に選択した 4

校に在籍する学生であった。 309人の学生が訓練プログ

ラムに参加し，そのうち 225人の学生が災害ドリルのプ

ログラムに参加した。

方法:本研究では，災害ドリルについて授業で指導した上

で，以下の 3項目について評価したー「事前テスト及び事

後テストにおける理解度評価(点数 0"'"'2O)J， r災害

ドリル使用技術の観察(5段階のリッカーット尺度)J， r訓

練とドリル使用に対する各参加者の感想について体系化 J。

結果:事前・事後テストの評価点数は，看護学部生及び専

門学校生双方において，相当な改善を示した (P<O.O

1， t検定)。災害ドリル使用技術に関するほぽ全ての項

自において 4点以上であった(5段階のリッカート尺度に

基づく)。感想を聞き取った結果では，ほとんどの参加者

が良好な反応を示した。

結論本研究は，災害準備訓練及び災害ドリル訓練の影響

を完全に評価したーそれによると，両訓練は，看護学部生

及び専門学校生の双方において，知識及び災害準備能力の

改善に寄与した。
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要 旨

Syahirul Alim氏の論文は，自然災害対策としては保健医療従事者の準備性を高めること

が有効であるとわかっていながら，その中核を担うべき看護職者を対象にした訓練プログ

ラムが十分には確立しておらず，その有効性評価もされていないという現状に対し，国際

的な組織によって提示されているガイドラインに基づいて，本人の本国であるインドネシ

アで使える訓練プログラムとシミュレーションド!JJレを開発し，それを大学と専門学校で

看護を学ぶ学生を対象に実施し，有効性評価を行ったものである。

訓練プログラムの実施前後での評価から，プログラム実施によって災害準備性は高まる

ことや，その変化が以前の類似した訓練経験の有無によって異なること，シミュレーショ

ンド!JJレ実施の有効性などが示され，看護学生を対象とした災害準備性訓練プログラムと

して有望であると考えられ，災害看護分野への大きな貢献となることが期待される。

2015年1月29日17:45からE405において，論文審査と同じ委員により口頭試聞を行った。

副査の松尾教授より，本研究実施の前段階となる訓練プログラムとシミュレーションド日

Iレの開発に関する疑問点を中心とした質疑があったが，すべて的確に回答された。

よって，学位申請者のSyahirulAlim氏は，博士(保健学)の学位を得る資格があると認

める。
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